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。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
ア
イ
ヌ
民
族
の
先
住
民
族
と
し
て
の
権
利
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

外
務
省
と
し
て
、
御
指
摘
の
報
道
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

我
が
国
は
、
御
指
摘
の
「
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言
」
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
は
、
人
権
の
保
護
に
資

す
る
も
の
と
し
て
、
可
能
な
限
り
早
期
に
採
択
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
考
え
か
ら
、
国
際
連
合
人
権
理
事
会
に
お
け

る
採
択
に
際
し
て
賛
成
票
を
投
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

「
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
第
四
十
条
�
�
に
基
づ
く
第
五
回
政
府
報
告
」
（
以
下
「
報
告
書
」
と

い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
民
族
と
し
て
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
我
が
国

の
多
様
な
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
並
び
に
ア
イ
ヌ
の
伝
統
等
に
関
す
る
知
識
の

普
及
及
び
啓
発
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
五
十
二
号
）
が
千
九
百
九
十
七
年
七
月
に
施
行
さ
れ
、
政
府
は
、
本
法

律
に
基
づ
く
施
策
の
中
心
的
な
実
施
主
体
で
あ
る
財
団
法
人
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
・
研
究
推
進
機
構
に
所
要
の
補
助
金
を
交
付

一



し
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
必
要
な
予
算
の
確
保
に
努
め
て
い
る
こ
と
、
千
九
百
九
十
九
年
に
北
海
道
が

実
施
し
た
「
北
海
道
ウ
タ
リ
生
活
実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
生
活
水
準
は
着
実
に
向
上
し
つ
つ
あ
る
が
、

な
お
一
般
道
民
と
の
格
差
は
是
正
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
北
海
道
に
お
い
て
、
二
千
一
年
度
に
終
了
し

た
「
第
四
次
ウ
タ
リ
福
祉
対
策
」
に
代
わ
り
、
二
千
二
年
度
か
ら
新
た
に
「
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
生
活
向
上
に
関
す
る
推
進

方
策
」
を
実
施
し
て
お
り
、
政
府
は
、
引
き
続
き
北
海
道
が
進
め
て
い
る
施
策
に
協
力
し
、
こ
れ
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
る
た

め
に
必
要
な
予
算
の
確
保
に
努
め
て
い
る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

報
告
書
は
、
外
務
省
総
合
外
交
政
策
局
人
権
人
道
課
（
以
下
「
人
権
人
道
課
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

報
告
書
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
年
か
ら
検
討
を
開
始
し
た
が
、
最
終
的
な
国
際
連
合
へ
の
提
出
に
係
る
決
裁
の
起
案
日
は
、

平
成
十
八
年
九
月
二
十
日
で
あ
り
、
決
裁
終
了
日
は
、
同
年
十
二
月
十
三
日
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

二



今
般
外
務
省
に
お
い
て
確
認
し
た
限
り
で
は
、
御
指
摘
の
課
と
個
別
に
協
議
し
た
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。

七
に
つ
い
て

外
務
省
と
し
て
、
御
指
摘
の
報
道
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
。

八
及
び
九
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
新
聞
の
取
材
に
対
し
て
、
人
権
人
道
課
の
職
員
が
、
報
告
書
は
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利

に
関
す
る
国
際
規
約
（
昭
和
五
十
四
年
条
約
第
七
号
）
第
四
十
条
�
�
の
規
定
の
趣
旨
に
基
づ
き
作
成
し
、
提
出
す
る
も
の

で
あ
る
旨
を
応
答
し
た
事
実
が
あ
る
。

三


